人称代名詞「こなた」「おのれ」「てまへ」「そなた」の研究 by 杉崎 夏夫 & Sugizaki Natsuo





























この方へ引き取るからは、聟でもなく、舅でもござらぬゆゑ……そりや御自分の心に問はつしやい。もつと 娘のお岩めも、不所存にてころび合ひ、親のゆるさぬ夫婦仲。畢竟やらう貰ふと、きつと致した仲立ちもなけれども、そりやこの道ばかりは別なもの 、そのまゝに捨てお たが































































































る」といった敬語表現と 対応もある。命令表現では平常動詞「問ふ」 の促音便に尊敬の助動詞 「しゃる」 のついた 「問はっしゃい」や、尊敬語「下さる」の た 殺して下さい といったあまり敬意の高くはない 対応をしてい 。以上 うち、敬語表現と対応した使 方をした者は四谷左門 伊藤喜兵衛、小仏小平の三人で、彼らは武士あるいは武士に仕 中間といった立場の者で、武士ことばと考えられ 。　
次に女性の使用を見てみると、 「もどってか」 「とらまへて」
「言はず」など、すべて平常動詞と対応している。命令表現では謙譲語「申す」に尊 「下さ のついた「申 て下されや尊敬語 「
〜





























































代名詞 頁 行 性 話し手 聞き手 性 待遇 備考
こなた 42 11 男 四谷左門 民谷伊右衛門 男 ↓
こなた 45 2 男 四谷左門 民谷伊右衛門 男 ↓
こなた 51 4 男 奥田庄三郎 佐藤与茂七 男 ー
こなた 144 5 男 秋山長兵衛 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 159 6 男 秋山長兵衛 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 159 8 男 秋山長兵衛 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 160 7 男 伊藤喜兵衛 民谷伊右衛門 男 ↓
こなた 160 9 男 伊藤喜兵衛 民谷伊右衛門 男 ↓
こなた 161 1 男 伊藤喜兵衛 民谷伊右衛門 男 ↓
こなた 161 1 男 伊藤喜兵衛 民谷伊右衛門 男 ↓
こなた 161 2 男 秋山長兵衛 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 188 11 男 小仏小平 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 188 11 男 小仏小平 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 220 3 男 秋山長兵衛 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 220 6 男 秋山長兵衛 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 220 7 男 秋山長兵衛 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 232 12 男 庄七 長蔵 男 ー
こなた 257 8 男 直助 宅悦 男 ー
こなた 261 3 男 直助 宅悦 男 ー
こなた 274 12 男 直助 佐藤与茂七 男 ー
こなた 275 11 男 直助 佐藤与茂七 男 ー
こなた 283 9 男 直助 佐藤与茂七 男 ー↓
こなた 293 13 男 仏孫兵衛 お熊 女 ー↓
こなた 313 10 男 庄七 長蔵 男 ー
こなた 323 3 男 長蔵 仏孫兵衛 男 ー↑
こなた 326 12 男 庄七 小塩田又之丞 男 ↑
こなた 329 3 男 長蔵 赤城伝蔵 男 ↑
こなた 385 7 男 民谷伊右衛門 秋山長兵衛 男 ↓
こなた 385 9 男 秋山長兵衛 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 385 12 男 民谷伊右衛門 秋山長兵衛 男 ↓
こなた 394 5 男 関口官蔵 民谷伊右衛門 男 ↑
こなた 138 11 女 お槙 中間 女 ↓
こなた 176 8 女 お岩 宅悦 男 ↓
こなた 320 4 女 お熊 長蔵 男 ー
こなた 326 8 女 お熊 小塩田又之丞 男 ↑
こなた　○ 278 1 男
佐藤与茂七
（町人）
直助 男 ー↓ 町人真似
こなた　○ 280 5 男
佐藤与茂七
（町人）
直助 男 ー↓ 町人真似
こなた　○ 280 11 男
佐藤与茂七
（町人）
直助 男 ー↓ 町人真似
こなた　○ 281 13 男
佐藤与茂七
（町人）
直助 男 ー↓ 町人真似
こなた　○ 283 4 男
佐藤与茂七
（町人）
直助 男 ー↓ 町人真似



































話手→聞手 代名詞 動詞 助動詞 命令形 代名詞 動詞
男 仏孫兵衛→お槙・お弓 こなたしゅう 暮らす



































は、対応語が見られないため「こんた」が使用された場の状況をもとに推測を試みる。庄七は質屋の若い衆だが、店に泥棒が入り仏孫兵衛のところのもの数点と高価な薬のソウキセイが盗まれる。孫兵衛の家へ尋ね と、盗ま 掻巻を使っている又之丞を目撃する。 た、病気又之丞はソウキセイがどうしても必要だ
対応表Ｄ　「こんた」
対称 自称
話手→聞手 代名詞 動詞 助動詞 命令形 代名詞 動詞




































































































































自称における動作 ・ 存在に関する動詞でも、 謙譲語である「致








代名詞 頁 行 性 話し手 聞き手 性 待遇 備考
おのれ 28 2 男 伊藤喜兵衛 お袖 女 ↓
おのれ 45 11 男 四谷左門 民谷伊右衛門 男 ↓
おのれ 45 12 男 四谷左門 民谷伊右衛門 男 ↓
おのれ 49 7 男 尾扇 奥田庄三郎 男 ↓
おのれ 123 4 男 民谷伊右衛門 仏孫兵衛 男 ↓
おのれ 132 2 男 民谷伊右衛門 小仏小平 男 ↓
おのれ 132 11 男 民谷伊右衛門 小仏小平 男 ↓
おのれ 133 12 男 民谷伊右衛門 小仏小平 男 ↓
おのれ 291 5 男 仏孫兵衛 お熊 男 ー↓
おのれ 334 11 男 小塩田又之丞 小仏小平 男 ↓
おのれ 334 11 男 小塩田又之丞 小仏小平 男 ↓
おのれ 335 3 男 小塩田又之丞 小仏小平 男 ↓
おのれ 335 10 男 小塩田又之丞 小仏小平 男 ↓
おのれ 335 3 男 小塩田又之丞 小仏小平 男 ↓
おのれ 346 2 男 佐藤与茂七 直助 男 ー↓
おのれ 389 12 男 進藤源四郎 民谷伊右衛門 男 ↓
おのれ 390 4 男 進藤源四郎 民谷伊右衛門 男 ↓
おのれ 390 11 男 進藤源四郎 民谷伊右衛門 男 ↓
おのれ　○ 358 9 男 民谷伊右衛門（夢） 秋山長兵衛 男 ↓ 夢の場
おのれ　○ 358 10 男 民谷伊右衛門（夢） 秋山長兵衛 男 ↓ 夢の場
おのれ　○ 359 6 男 民谷伊右衛門（夢） 秋山長兵衛 男 ↓ 夢の場
おのれ　○ 359 12 男 民谷伊右衛門（夢） 秋山長兵衛 男 ↓ 夢の場




























代名詞 頁 行 性 話し手 聞き手 性 待遇 備考
おのれら 123 11 男 民谷伊右衛門 仏孫兵衛・宅悦 男 ↓
おのれら 329 4 男 赤垣伝蔵 庄七・長蔵 男 ↓
対応表Ｇ　「おのれら」
対称 自称
話手→聞手 代名詞 動詞 助動詞 命令形 代名詞 動詞
男















目下に対し使用される語であり、平常動詞のほかののしり表現との対応もあると推測できる。また図 Ｆより、 「民谷伊右衛門→仏孫兵衛」 （
123 ―
4 ） の関係において、 対称代名詞「おのれ」


















































































































代名詞 頁 行 性 話し手 聞き手 性 待遇 備考
てまへ 72 13 男 佐藤与茂七 お袖 女 ー↓
てまへ 72 13 男 佐藤与茂七 お袖 女 ー↓
てまへ 131 5 男 宅悦 小仏小平 男 ー↓
てまへ 131 6 男 宅悦 小仏小平 男 ー↓
てまへ 137 11 男 民谷伊右衛門 伴助 男 ↓
てまへ 147 4 男 民谷伊右衛門 宅悦 男 ↓
てまへ 169 5 男 民谷伊右衛門 お岩 女 ー↓
てまへ 214 13 男 民谷伊右衛門 直助 男 ↓
てまへ 215 3 男 民谷伊右衛門 直助 男 ↓
てまへ 218 6 男 直助 お弓 女 ↓
てまへ 246 9 男 直助 お袖 女 ー↓
てまへ 246 13 男 直助 お袖 女 ー↓
てまへ 247 5 男 直助 お袖 女 ー↓
てまへ 250 11 男 直助 お袖 女 ー↓
てまへ 252 1 男 直助 お袖 女 ー↓
てまへ 252 14 男 直助 お袖 女 ー↓
てまへ 254 6 男 直助 お袖 女 ー↓
てまへ 324 8 男 小塩田又之丞 次郎吉 男 ↓
てまへ　○ 181 2 男 宅悦(口真似) お岩 女 ↑ 口真似






 断定の助動詞 「だ」 の付いた 「なったのだ」 や、 終助詞の 「な」






























































































































































な。今日は別にしてこゝろよいはうぢやわいの。たゞ心にかゝるのは、行方の知れぬ民谷伊右衛門。何の遺恨に親人様、娘までも殺害なし、恩を仇なる人非人。わしや腹が立つわいの〳〵……いやもう以前 忘れぬそなたの志、召仕ひとは思はぬわい 。この守りは娘お梅が肌身 なさぬ守袋。死なうはしにか忘れてゆきやつて思はぬ横死。思ひ廻
図表Ｌ　「そなた」
代名詞 頁 行 性 話し手 聞き手 性 待遇 備考
そなた 38 14 男 四谷左門 民谷伊右衛門 男 ↓
そなた 74 6 男 佐藤与茂七 お袖 女 ー↓
そなた 266 13 男 直助 お袖 女 ー↓
そなた 267 5 男 直助 お袖 女 ー↓
そなた 269 2 男 直助 お袖 女 ー↓
そなた 286 7 男 直助 お袖 女 ー↓
そなた 298 14 男 小塩田又之丞 お花 女 ↓
そなた 299 3 男 小塩田又之丞 お花 女 ↓
そなた 303 14 男 小塩田又之丞 お花 女 ↓
そなた 308 1 男 仏孫兵衛 お花 女 ↓
そなた 30 2 女 お袖 直助 男 ー↓
そなた 30 7 女 お袖 直助 男 ー↓
そなた 105 4 女 お岩 お袖 女 ー↓
そなた 105 14 女 お岩 お袖 女 ー↓
そなた 106 6 女 お岩 お袖 女 ー↓
そなた 159 3 女 お弓 お梅 女 ↓
そなた 177 8 女 お岩 宅悦 男 ↓
そなた 207 3 女 お弓 お槙 女 ↓
そなた 212 9 女 お熊 民谷伊右衛門 男 ↓
そなた 213 7 女 お熊 民谷伊右衛門 男 ↓
そなた 292 9 女 お熊 お花 女 ↓
そなた 292 14 女 お花 次郎吉 男 ↓
そなた 296 3 女 お熊 お花 女 ↓
そなた 378 3 女 お熊 民谷伊右衛門 男 ↓
そなた 380 11 女 お熊 民谷伊右衛門 男 ↓
そなた 381 4 女 お熊 民谷伊右衛門 男 ↓
そなた　○ 360 6 男 民谷伊右衛門　（夢） お岩 女 ↓ 夢の場
そなた　○ 361 6 男 民谷伊右衛門　（夢） お岩 女 ↓ 夢の場
そなた　○ 363 12 男 民谷伊右衛門　（夢） お岩 女 ↓ 夢の場
そなた　○ 364 1 男 民谷伊右衛門　（夢） お岩 女 ↓ 夢の場
そなた　○ 364 4 男 民谷伊右衛門　（夢） お岩 女 ↓ 夢の場
そなた　○ 365 2 男 民谷伊右衛門　（夢） お岩 女 ↓ 夢の場
そなた　○ 369 5 男 民谷伊右衛門　（夢） お岩 女 ↓ 夢の場































た形「持て来て下され」もみられるが、 ほとんど「する」 「寄って」 「わかる」といった平常動詞との対応である。　
また、 女性の場合は、 対称の動作 ・ 存在に関する動詞には「へ










本稿では「こなた」 「こなしゅう」 「おのれ」 「おのれら」 「て
まへ」 「そなた」の六語についての待遇表現価値を明らかるために考察を行ってきた。各語の待遇意識は明確にでき と考え が、資料的に不足しているものもあり、これらについては今後の研究課題とする。また自称代名詞についても今後述べたいと思っている。
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